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を明らかにしている。Chapter 4 では Chapter 3 で明らかになった 2 種のプロテアーゼの至適条件の
もと，魚醤油を調製し，その品質を既存の方法で調製した魚醤油と品質の比較を行っている。その
結果，プロテアーゼの至適条件（40℃，pH11）で調製した魚醤油の品質の方が既存の方法で調製し
たそれよりも高いことを明らかにしている。Chapter 5 では 40℃，pH11 で調製した魚醤油の抗酸化
性について検討し，3kDa 以下の分子量を持つペプチドが抗酸化能に寄与することを明らかにして
いる。Chapter 6 では 40℃，pH11 で調製した魚醤油の ACE 阻害活性について検討し，分子量が 10kDa
以上の画分および 3kDa 以下の画分において，高い ACE 阻害活性を有する事を見出している。





最終試験は 8 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下，まず，学術論文は 1 編が第 1 著者と
して公表済みであることを確認した。これに加えて，投稿中の論文が１報，投稿準備中の論文が 1
報あること，また，合同セミナーへの出席の代替として企業型プロジェクトの単位を取得している
ことを確認した。学術論文および博士学位論文は英語で書かれており，かつ，国内外の学会におい
て英語で発表しているため，語学については問題ないと判断した。また，申請者に対して，論文内
容について最終確認のための質疑応答を行い，その内容は十分であった。一方，専門知識について
は公開発表会(8月 12日)当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委
員一同確認した。 
以上から，申請者について論文審査，最終試験とも合格と判定した。 
